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【令和４年第２回吉田町議会臨時会（会期：１１月１日）】

【令和４年第４回吉田町議会定例会（会期：１2月１日～12月15日）】

令和４年第４回定例会議案書と
参考資料

～令和４年１１月・１２月に審議した議案一覧～
令和４年第2回臨時会と第４回定例会にて計１５議案を審議した

補正予算1件を審議し、原案のとおり可決した。
また、法令に基づく専決処分事項の報告が１件あった。

　条例の一部改正４件、条例の制定７件、補正予算３件の計１４件を審議し、
原案のとおり可決した。
　また、法令に基づく専決処分事項の報告が１件あった。

＜町長提出議案＞

議案番号 議　案　名 概　要

第５８号 令和４年度一般会計補正予算（３号）
について

歳入・歳出予算の総額にそれぞれ１億６，８３２万円を追加し、
総額を１３５億１，４０３万円とする（主に国庫補助による住
民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業の補正）

＜法令に基づく報告＞

第１０号
報告 専決処分事項の報告について　（除草作業中の対物破損の和解と損害賠償額の決定）

＜町長提出議案＞

議案番号 件　名 概　要

第５９号
吉田町職員の給与に関する条例及
び一般職の任期付職員の採用等に
関する条例の一部を改正する条例
の制定について

本年度人事院勧告に基づく給与水準及び特別給の引上げ
国家公務員の制度改正に準じた改正

第６０号
特別職の職員で常勤のものの給料
等に関する条例の一部を改正する
条例について

第６1号
議会議員報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例の制
定について

第６2号 吉田町税条例等の一部を改正する
条例について

地方税法などの一部改正に伴い、主に個人町民税に関
する事項の条例の一部改正
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議案番号 件　名 概　要

第６3号 個人情報の保護に関する法律施行
条例の制定について

個人情報保護の改正法の施行に関する必要事項を定め
た条例の制定

第６４号 吉田町個人情報保護審査会条例
の制定について

個人情報保護条例の全面改正にあたり、
審査会の設置に必要な事項を定めた条例の制定

第６５号 吉田町職員の修学部分休業に関す
る条例の制定について

吉田町職員の休業取得に関する環境整備のための条例
制定（就労人材確保や行政サービスの向上を目的とし
たもの）

第６６号 吉田町職員の高齢者部分休業に関
する条例の制定について

第６７号 吉田町職員の自己啓発等休業に関
する条例の制定について

第６８号 吉田町職員の配偶者同行休業に関
する条例の制定について

第６９号
地方公務員法の一部を改正する法
律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

公務員の定年延長に伴う条例の整備

第７０号 令和４年度一般会計補正予算（第
４号）について

歳入・歳出予算の総額にそれぞれ１億0,020万円を追加
し、総額を１３６億１，４２４万円とする

第７１号 令和４年度吉田町介護保険事業特
別会計補正予算（第２号）について

歳入・歳出予算の総額にそれぞれ６万円を追加し、総額
を２１億８，９５７万円とする

賛否が分かれた議案の審議結果

議案番号 件　名 概　要 審議結果

第７２号
令和４年度吉田町公共下水道
事業会計補正予算（第２号）に
ついて

令和５年度まで実施予定の汚水幹線工事の、契
約初年度に支出を要さない債務負担行為の設定
限度額を１億１，１００万とするもの

原案可決

議席番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

議
案
番
号

議
員
名

福
世
　
義
己

楠
元
由
美
子

盛
　
純
一
郎

中
田
　
博
之

山
口
　
一
博

蒔
田
　
昌
代

三
輪
美
由
紀

山
内
　
　
均

増
田
　
剛
士

八
木
　
　
栄

河
原
崎
曻
司

平
野
　
　
積

大
石
　
　
巌

第72号 賛成○
反対● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ＊

＊法令の定めにより議長に表決権はありません

＜法令に基づく報告＞

第11号報告 専決処分事項の報告（強風倒木による物損事故の和解及び損害賠償額の決定）
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人事院勧告に伴う職員人件費など含む
補正予算１億０,０２０万円を可決

令和４年第４回定例会

一般会計補正予算（第4号）の主な内容
歳入歳出それぞれ１億０,０２０万円を追加し、歳入歳出それぞれ１３６億１,４２４万円とする。

主な歳入
繰入金（財政調整基金）	 ９,０９１万円
町債（災害復旧費：一般会計からの振替）	 ５８０万円
民生費国庫補助金（保育対策総合支援事業費など）	 ２３７万円

主な歳出
新型コロナウイルスワクチン接種体制事業費	 ５,８８６万円
職員人件費及び会計年度任用職員人件費（人事院勧告による増）	 ２,５１０万円
一般管理費（弁護士報償費）	 ７３８万円
社会福祉施設管理事業費等（健康福祉センター指定管理委託料増額など）	 519万円
保育園管理費（保育対策総合支援事業費補助金の増（地域型保育）	 345万円

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）  

質  

疑

公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）　

質　

疑

民
生
費

問

損
害
賠
償
請
求
事
件
の

弁
護
士
選
定
は
適
任
か
。

答

当
町
の
顧
問
弁
護
士
か

ら
の
紹
介
で
、
事
件
内
容

に
精
通
し
て
い
る
弁
護
士

を
選
任
し
た
。

問

シ
ス
テ
ム
改
修
の
追
加

で
、
厚
生
労
働
省
と
の

デ
ー
タ
処
理
に
お
い
て
個

人
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
か
。

答

国
民
健
康
保
険
の
シ
ス

テ
ム
改
修
デ
ー
タ
処
理
で

あ
り
、
個
人
が
特
定
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

問

保
育
対
策
総
合
支
援
事

業
費
と
し
て
地
域
型
保
育

園
３
園
に
こ
れ
ま
で
も
補

助
金
を
出
し
て
い
る
。
な

ぜ
町
の
保
育
園
に
は
出
さ

な
い
の
か
。

答

国
は
０
歳
児
の
待
機
児

童
解
消
を
焦
点
に
し
て
い

る
。
町
立
保
育
園
は
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
。

問

今
回
の
汚
水
幹
線
工
事

を
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
と

し
た
理
由
は
。

答

下
水
道
事
業
計
画
区
域

内
の
工
事
で
あ
り
、
町
の

都
市
計
画
と
の
整
合
性
と

優
良
な
住
宅
・
店
舗
が
で

き
る
区
画
整
理
地
区
内
を

中
心
に
行
う
。

　
　

４
年
度
に
契
約
ま
で
準

備
し
、
５
年
度
初
め
か
ら

着
工
で
き
れ
ば
発
注
時
期

の
平
準
化
が
図
れ
る
。

問

こ
の
債
務
負
担
行
為
が

町
民
に
と
っ
て
有
利
な
の

か
の
判
断
材
料
が
な
い
。

答

工
事
発
注
が
秋
か
ら
冬

で
は
資
材
調
達
に
支
障
が

出
る
恐
れ
が
あ
り
、
債
務

負
担
行
為
に
よ
る
工
事
の

平
準
化
は
町
民
に
と
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

債務負担行為とは
予算は単一年度で完結するのが

原則であるが、１つの事業が単年
度で終了せずに後年度においても

「負担＝支出」をしなければならな
い場合には、あらかじめ後年度の
債務を約束することを予算で決め
ておくこと。

新年度に行う建設工事に債務負
担行為を設定し、現年度中に入札・
契約を締結することにより、新年
度早々に工事着工を可能とするも
の。現年度は事務手続きのみで支
出は発生しないため、ゼロ債務負
担行為という。

川尻地区の下水道工事現場
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問

職
員
の
働
き
方
改
革
と

し
て
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
導
入
は
考
え
て
い
る

か
。
部
分
休
業
の
無
休
時

間
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

答

こ
の
部
分
休
業
は
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
合

わ
せ
て
は
使
え
な
い
。
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
は
条

例
に
規
定
し
て
い
る
が
、

導
入
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
、
制
度
改
善
を
図
り
つ

つ
運
用
し
て
い
く
。

問

一
日
の
う
ち
で
午
前
は

勉
強
、
午
後
は
仕
事
、
夜

は
残
業
と
い
う
こ
と
は
可

能
か
。

答

制
度
上
の
支
障
は
な
い

が
、
残
業
は
管
理
者
が
仕

事
の
繁
閑
を
考
え
て
命
令

す
る
も
の
で
あ
る
。

問

「
公
務
の
能
力
向
上
に

資
す
る
」
と
あ
る
が
判
断

基
準
は
あ
る
の
か
。

答

就
学
の
範
囲
が
決
め
ら

れ
て
お
り
、
人
事
管
理
検

討
委
員
会
で
判
断
す
る
。

問

正
規
職
員
が
休
業
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
と
な
ら

な
い
か
。

答

質
が
低
下
し
な
い
よ
う

人
材
の
確
保
に
努
め
、
休

暇
を
希
望
し
や
す
い
よ
う

人
事
配
置
す
る
。

問

休
業
期
間
は
無
給
と
な

る
が
、
職
場
に
戻
っ
た
時

の
待
遇
を
決
め
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

運
用
に
お
い
て
利
用
し

や
す
い
制
度
と
し
て
い
く
。

問

働
き
方
改
革
で
休
暇
が

取
り
や
す
い
環
境
を
い
か

に
つ
く
る
の
か
。

答

弾
力
的
運
用
が
で
き
る

よ
う
、
周
知
し
体
制
整
備

を
図
っ
て
い
く
。

問

各
部
門
で
休
業
者
が
出

た
場
合
の
人
的
整
備
は
で

き
る
の
か
。

答

10
カ
月
前
の
申
請
で
あ

り
、
事
前
に
体
制
は
整
え

ら
れ
る
。

問

職
員
の
定
員
数
を
30
人

増
や
す
根
拠
は
。

答

定
年
を
60
歳
か
ら
65
歳

に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
伴

う
５
年
分
の
増
員
で
あ
る
。

　
　

現
在
の
年
次
ご
と
の
定

員
は
１
歳
平
均
で
約
６
人

と
な
る
。

　
　

６
人
×
５
年
で
30
人

と
な
る

問

各
部
局
の
定
員
増
は
ど

う
い
う
考
え
で
行
う
の
か
。

答

行
政
需
要
が
増
え
、
教

育
関
係
も
Ｔ
Ｃ
Ｐ
ト
リ
ビ

ン
ス
プ
ラ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

で
増
員
が
必
要
と
考
え

た
。
企
業
会
計
部
門
や
議

会
部
門
の
増
員
は
な
い
。

反
対
討
論山

内　

均

　

こ
の
事
業
は
、
債
務
負
担

行
為
で
あ
り
、「
事
項
」
汚

水
幹
線
工
事
、「
限
度
額
」

１
億
１
，1
0
0
万
円
、「
特

定
財
源
」、
３
工
区
の
工
事

箇
所
図
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
歳
入
・
歳
出
予
算
審
議

に
は
、
路
線
ご
と
の
事
業
内

容
の
詳
細
が
審
議
に
つ
な
が

る
と
思
う
。　

　

債
務
負
担
行
為
の
、
年
間

を
通
じ
た
工
事
量
の
安
定
、

工
事
従
事
者
の
処
遇
改
善
、

建
設
業
者
の
経
営
の
健
全
化

へ
の
寄
与
な
ど
は
、
事
業
者

側
の
理
論
と
思
う
。
公
共
事

業
は
、
全
町
民
の
利
益
が
前

提
で
あ
る
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
度
ま
で

に
、
公
共
下
水
道
事
業
費

243
億
円
を
費
や
し
て
い
る
。

こ
れ
以
上
の
投
資
は
危
険
と

考
え
る
。

賛
成
討
論

　

平
野　

積

　

本
補
正
予
算
は
来
年
度
の

工
事
平
準
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
本
年
度
か
ら

準
備
を
進
め
る
た
め
の
債
務

負
担
行
為
で
あ
り
、
議
案
要

件
の
「
事
項
」
汚
水
幹
線
工

事
、「
期
間
」
令
和
５
年
度
、

「
限
度
額
」
１
億
１
，
１
０
０

万
円
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、

要
件
は
満
た
し
て
い
る
。

　

同
様
の
債
務
負
担
行
為
を

昨
年
度
も
承
認
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
通
常
９
月
か
ら
始
ま

る
工
事
を
５
月
か
ら
始
め
る

こ
と
が
で
き
、
年
間
の
工
事

平
準
化
が
図
ら
れ
た
。

　

反
対
討
論
の
内
容
に
は
、

債
務
負
担
行
為
に
関
す
る
認

識
や
限
度
額
提
示
内
容
な
ど

に
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。

そ　

の　

他　

議　

案　

質　

疑

吉
田
町
職
員
の
修
学

部
分
休
業
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
関
係

条
例
制
定
に
つ
い
て

賛
成
多
数
で
可
決

令
和
４
年
度
吉
田
町
公
共
下
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
２
号
）

吉
田
町
職
員
の
高

齢
者
部
分
休
業
に

関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

吉
田
町
職
員
の
自

己
啓
発
等
休
業
に

関
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て
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電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業費などの
補正予算（9,617万円）を可決

令和４年第２回臨時会

一般会計補正予算（第３号）の主な内容
歳出歳入それぞれ1億6,832万円を追加し、135億1,403万円とする。

主な歳出
民生費 　　　　　　1億5,332万円
農林水産事業費　　　　　750万円
予備費　　　　　　　　　750万円

主
な
歳
出
質
疑

民
生
費

問

物
価
高
支
援
金
は
、
家

計
急
変
世
帯
へ
の
給
付
金

だ
が
申
請
期
限
が
非
常
に

短
い
。
で
き
る
だ
け
幅
広

い
周
知
や
対
象
が
分
か
る

相
談
窓
口
が
必
要
で
は
。

答

HP
で
周
知
し
案
内
チ
ラ

シ
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

も
設
置
す
る
予
定
だ
が
、

窓
口
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　

生
活
困
窮
者
の
方
々
の

多
く
が
相
談
に
訪
れ
る
福

祉
課
窓
口
と
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
訪
れ
る
人
か
ら

も
繋
ぐ
体
制
を
整
え
て
い

く
。

問

子
育
て
世
帯
給
付
金
事

業
は
、
子
育
て
中
の
非
課

税
世
帯
だ
け
で
は
な
く
、

所
得
の
低
い
世
帯
に
も
目

を
向
け
る
議
論
は
な
か
っ

た
の
か
。

答

給
付
金
事
業
を
ど
の
世

帯
に
目
を
向
け
る
か
は
非

常
に
悩
ま
し
い
問
題
だ
が

議
論
を
し
た
。
低
所
得
者

は
当
然
支
援
の
範
囲
だ

が
、
非
課
税
世
帯
や
家
計

急
変
世
帯
以
外
で
手
当
て

し
て
い
く
か
の
デ
ー
タ
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

年
度
内
で
の
支
給
が
間
に

合
わ
な
い
の
で
、
今
回
は

従
来
通
り
に
し
た
。

農
林
水
産
業
費

問

経
営
発
展
補
助
金
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

設
定
の
条
件
な
ど
は
あ
る

の
か
。

答

こ
の
補
助
金
は
新
た
に

農
業
に
就
く
方
に
対
し
て

の
支
援
金
に
な
り
、
就
業

前
に
は
事
前
に
相
談
に
来

て
ど
の
品
目
を
行
い
経
営

が
成
り
立
つ
か
な
ど
の
話

の
中
で
、
進
め
方
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
の

事
業
に
な
る
。

　
　

新
規
農
業
者
で
50
歳
未

満
・
農
地
所
有
権
、
利
用

権
を
設
定
・
農
業
機
械
・

施
設
を
確
保
・
本
人
名
義

で
生
産
物
資
材
の
出
荷
取

引
が
で
き
る
か
な
ど
の
条

件
が
あ
る
。

予
備
費

問

今
回
補
正
予
算
の
増
額

は
、
台
風
15
号
被
害
の
公

共
施
設
の
修
理
に
使
用
し

た
が
、
町
内
流
域
の
治
水

対
策
を
進
め
る
中
で
計
画

を
前
倒
し
し
て
い
く
こ
と

や
、
一
般
町
民
に
対
す
る

床
下
浸
水
被
害
救
済
の
町

の
考
え
は
。

答

今
回
は
あ
く
ま
で
も
緊

急
的
な
も
の
と
し
、
全
体

的
な
進
捗
は
検
討
会
で
議

論
し
て
い
く
。

　
　

ま
た
、
半
壊
な
ど
の
被

害
救
済
は
国
が
行
っ
て
い

て
、
町
は
個
人
財
産
へ
の

支
援
な
ど
積
極
的
に
行
っ

て
い
な
い
。

　
　

今
の
と
こ
ろ
町
独
自
の

個
人
の
支
援
策
は
考
え
て

い
な
い
。

電力・ガス・食料品等
価格高騰緊急支援給付金

給付対象
・R ４.9/30に世帯全員の住民税

均等割が非課税世帯
　約1,747世帯

・1月～12月までの家計急変世帯
　約53世帯

給付額
５万円／世帯

 整備中の農地（片岡）
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問
question

災
害
廃
棄
物
へ
の
迅
速
な
対
応
は

答
answer

早
急
に
仮
置
場
を
設
置
し
対
応
す
る

問

吉
田
町
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
で
は
県
営
吉
田
公

園
西
側
町
有
地
を
仮
置
場

候
補
地
と
し
て
い
る
。

　
　

災
害
後
は
搬
入
に
向
か

う
町
民
で
渋
滞
が
予
想
さ

れ
る
が
町
の
対
策
は
。

答

県
営
吉
田
公
園
西
側
町

有
地
を
仮
置
場
の
侵
入
口

と
出
口
を
分
離
し
一
方
通

行
に
し
て
渋
滞
が
発
生
し

に
く
い
工
夫
な
ど
し
て
対

策
す
る
。

問

床
下
・
床
上
浸
水
の
被

害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
仮

置
場
に
汚
泥
を
運
搬
す
る

手
段
が
な
い
町
民
は
。

答

災
害
状
況
に
応
じ
て
吉

田
町
消
防
団
や
吉
田
町
災

害
復
旧
支
援
会
・
各
自
主

防
災
会
な
ど
と
協
力
し
運

搬
に
努
め
る
。

問

仮
置
場
候
補
地
の
近
く

に
は
大
幡
川
が
あ
り
、
洪

水
や
津
波
な
ど
の
影
響
で

橋
や
道
が
利
用
で
き
な
く

な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
　

仮
置
場
が
利
用
で
き
な

い
場
合
は
。

答

町
内
の
公
共
用
地
を
仮

置
場
に
す
る
な
ど
、
災
害

廃
棄
物
の
搬
入
が
円
滑
に

で
き
る
よ
う
対
応
す
る
。

問

災
害
状
況
に
よ
り
、
公

園
な
ど
を
一
時
的
な
仮
置

場
と
し
て
設
け
る
こ
と
は

決
ま
っ
て
い
る
か
。　
　

　
　

ま
た
、
適
切
に
運
営
管

理
す
る
人
員
確
保
の
考
え

は
。

答

災
害
の
規
模
や
状
況
に

合
わ
せ
て
仮
置
場
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
現
場
管
理

を
行
う
町
職
員
・
吉
田
町

災
害
復
旧
支
援
会
・
各
自

主
防
災
会
な
ど
と
協
力
し

運
営
に
努
め
る
。

問

平
時
か
ら
町
民
に
災
害

状
況
に
合
わ
せ
た
災
害
廃

棄
物
の
廃
棄
場
所
な
ど
の

周
知
が
必
要
と
考
え
る
が

町
の
考
え
は
。

答

被
災
状
況
に
よ
り
県
営

吉
田
公
園
西
側
町
有
地
が

変
更
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
仮
置
き
場
を
指
定
し

て
周
知
す
る
こ
と
は
災
害

時
に
混
乱
を
招
く
恐
れ
が

あ
る
た
め
周
知
す
る
考
え

は
な
い
。

問

公
園
な
ど
を
仮
置
場
に

し
た
際
、
不
法
投
棄
な
ど

の
便
乗
ゴ
ミ
へ
の
対
応
は
。

答

夜
間
の
警
備
員
を
配
置

す
る
な
ど
管
理
運
営
を
考

え
て
い
る
。

　

県
内
を
襲
っ
た
台
風
15
号
で
は
住
宅
な
ど
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
、

一
部
地
域
で
は
路
上
な
ど
に
災
害
廃
棄
物
を
仮
置
す
る
こ
と
で
交
通
へ

の
安
全
性
・
有
害
物
質
・
悪
臭
な
ど
に
よ
る
環
境
へ
の
問
題
が
懸
念
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
当
町
の
災
害
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

中 田 博 之 議
員

町政を問う 一般 質 問
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一 般 質 問

問
question

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
は
公
表
す
る
か

答
answer

集
計
が
で
き
し
だ
い
公
表
す
る

問

今
回
の
目
的
は
。

答

町
民
の
皆
さ
ん
に
町
づ

く
り
に
関
す
る
ご
意
見
を

伺
う
こ
と
。

問

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
方
が
参
加
者
か
ら
多

く
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。
発
言
希
望
者
の

手
上
げ
方
式
に
し
た
理
由

は
。

答

町
長
が
考
え
る
施
策
に

対
し
て
意
見
を
も
ら
う
形

式
に
し
た
。
意
見
の
言
え

な
い
人
の
た
め
に
ア
ン

ケ
ー
ト
も
行
っ
た
。

問

下
の
グ
ラ
フ
で
示
し
た

よ
う
に
全
国
学
力
調
査
で

は
小
学
生
の
時
は
静
岡
県

や
全
国
に
対
し
て
遜
色
な

い
が
、
中
学
生
に
な
る
と

静
岡
県
は
伸
び
て
全
国
平

均
以
上
に
な
る
の
に
対
し

て
、
吉
田
町
は
伸
び
て
い

な
い
。
そ
の
要
因
と
対
策

は
。

答

想
像
の
域
を
出
な
い
が
、

中
学
校
で
内
容
が
難
し
く

な
り
理
解
が
で
き
な
い
子

や
分
か
ら
な
い
事
を
そ
の

ま
ま
に
す
る
子
、
文
字
数

の
多
い
問
題
文
へ
の
対
応

が
悪
い
子
が
静
岡
県
内
の

他
の
学
校
に
比
べ
少
し
多

い
と
考
え
る
。
そ
の
対
策

と
し
て
は
、
本
や
新
聞
を

読
み
要
点
を
捉
え
る
力
を

身
に
付
け
さ
せ
る
よ
う
授

業
改
善
し
て
い
る
。

問

今
年
の
全
国
学
力
テ
ス

ト
を
踏
ま
え
て
教
育
委
員

会
が
出
し
た
「
今
後
の
取

組
（
上
表
）」
は
具
体
性

が
無
く
、
例
え
ば
⑶
に
つ

い
て
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
は
ど
の
よ
う
に
動
け
ば

良
い
の
か
。

答

具
体
的
な
事
は
各
学
校

が
決
め
、
教
育
委
員
会
は

そ
れ
を
支
援
す
る
。

　

町
は
令
和
６
年
度
か
ら
の
総
合
計
画
を
作
る
た
め
に
「
み
ん
な
で
考

え
よ
う
！
未
来
の
吉
田
町
」
と
題
し
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

し
た
。
そ
の
開
催
内
容
お
よ
び
確
か
な
学
力
向
上
の
た
め
の
教
育
委

員
会
の
取
組
に
つ
い
て
疑
問
を
持
ち
質
問
し
た
。

平 野　 積 議
員

◎
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て

◎
確
か
な
学
力
向
上
に
つ

い
て

全国学力調査結果を踏まえた
教育委員会の今後の取組
⑴ ICTの活用が進んでいる当町

の利点を生かし、ICT活用が
学力向上に効果的につながっ
ていくよう学校の授業改善を
支援する。

⑵ 児童生徒が教科の特質に応じ
た見方・考え方を働かせながら、
知識を相互に関連付けて理解
したり、情報を精査して考え
をまとめたり、論理的に思考
したりする学習活動を行うよ
う学校を支援する。

⑶ 教育委員会、学校、家庭、地
域が一体となって、児童生徒
の学力・学習状況の向上を目
指した教育活動を推進する。

小学６年生 全国平均率との差

目盛りは％
 

中学３年生 全国平均率との差

R
２
は
実
施
無
し

教育委員会発表資料から作成
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問

令
和
元
年
第
４
回
議
会

定
例
会
の
一
般
質
問
で
答

弁
の
あ
っ
た
能
満
寺
山
公

園
女
坂
の
手
す
り
設
置
と

高
台
駐
車
場
設
置
要
望
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

答

女
坂
手
す
り
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
設
置
工
事
を
見
送
っ
た

が
、
今
後
設
置
予
定
で
あ

る
。
高
台
駐
車
場
は
未
買

収
の
土
地
も
あ
り
交
渉
中

で
あ
る
。
地
権
者
と
粘
り

強
く
話
し
、
整
備
に
向
け

て
取
り
組
み
た
い
。

問

水
防
セ
ン
タ
ー
か
ら
多

目
的
広
場
ま
で
の
間
に
、

今
後
ト
イ
レ
を
設
置
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
。

答

県
営
吉
田
公
園
南
側
エ

リ
ア
の
利
活
用
を
検
討
し

て
い
く
中
で
、
必
要
に
応

じ
て
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備

を
考
慮
し
て
い
く
。

問

川
尻
大
道
公
園
ト
イ
レ

は
和
式
で
男
女
共
用
と

な
っ
て
お
り
、
女
性
・
子

ど
も
た
ち
に
は
利
用
し
づ

ら
い
。
多
目
的
広
場
の
整

備
が
進
む
前
に
改
修
必
要

と
考
え
る
が
。

答

現
時
点
で
洋
式
に
変
え

る
計
画
は
な
い
。
利
用
者

か
ら
多
く
の
要
望
が
あ
れ

ば
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問

通
称
「
竹
炭
の
里
」、

富
士
フ
ィ
ル
ム
駐
輪
場
西

側
の
「
憩
い
の
場
」
な
ど

の
管
理
状
況
と
、
今
後
ト

イ
レ
の
設
置
を
含
ん
だ
活

用
は
。

答

現
在
「
竹
炭
の
里
」
の

出
入
口
付
近
の
み
の
草
刈

り
を
実
施
、「
憩
い
の
場
」

は
不
定
期
に
草
刈
り
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
も
適

正
な
管
理
に
努
め
る
が
、

利
用
状
況
か
ら
ト
イ
レ
設

置
す
る
予
定
は
な
い
。

問

公
園
管
理
の
よ
う
に
委

託
し
て
定
期
的
な
環
境
整

備
も
ひ
と
つ
の
方
法
と
考

え
る
が
町
の
考
え
は
。

答

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
（
地

域
に
あ
る
小
さ
な
公
園
）

は
委
託
に
よ
る
管
理
も
選

択
肢
の
ひ
と
つ
だ
が
予
算

の
問
題
が
あ
る
。
町
が
ど

こ
ま
で
で
き
る
の
か
総
合

的
に
今
後
ど
の
よ
う
な
形

が
よ
い
の
か
検
討
し
て
い

く
。

町政を問う

楠元由美子 議
員

５月に完成した
水防センターとトイレの案内

川尻大道公園内
男女共用トイレ

川尻上大窪川沿いの「竹炭の里」

富士フィルム吉田南工場
駐輪場隣にある「憩いの場」

　

5
月
に
完
成
し
た
水
防
セ
ン
タ
ー
だ
が
「
ト
イ
レ
は
、
吉
田
公
園
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
」
の
張
り
紙
が
あ
っ
た
。
整
備
中
の
多
目
的
広
場
と

水
防
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
間
に
ト
イ
レ
設
置
計
画
は
あ
る
の
か
、
観
光
施

設
の
整
備
も
併
せ
質
問
し
た
。

問
question

お
も
て
な
し
施
設
（
ト
イ
レ
）
設
置
は

答
answer

必
要
に
応
じ
て
整
備
を
考
慮
し
て
い
く
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一 般 質 問

吉田町汚水処理ビジョンから

問

営
戦
略
審
議
会
に
お
い

て
、
下
水
道
計
画
区
域
が

379

ha
に
縮
小
さ
れ
た
理
由

は
。

答

当
初
の
計
画
区
域
全
体

を
整
備
す
る
に
は
相
当
の

期
間
が
見
込
ま
れ
る
。
現

実
的
な
将
来
見
込
に
よ
り

投
資
試
算
を
行
う
こ
と
と

し
た
。

問

公
共
下
水
道
事
業
に
は

平
成
２
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
に
、
公
共
下
水

道
事
業
費
約
243
億
円
、
そ

の
う
ち
建
設
費
約
219
億

円
、
維
持
管
理
費
約
24
億

円
な
ど
を
費
や
し
て
い

る
。
経
営
戦
略
審
議
会
の

資
料
に
は
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
負
担
と
町
民
負

担
の
バ
ラ
ン
ス
の
反
映
が

示
さ
れ
て
い
る
が
バ
ラ
ン

ス
に
対
す
る
考
え
は
。

答

住
民
負
担
の
バ
ラ
ン
ス

は
建
設
費
だ
け
で
は
な

く
、
処
理
場
の
維
持
・
汚

水
処
理
な
ど
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
る
。

問

令
和
８
年
度
以
降
の
水

洗
化
は
合
併
浄
化
槽
に
頼

る
こ
と
に
な
る
。

　
　

町
は
合
併
浄
化
槽
に
よ

る
汚
水
処
理
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
を
し
て
い
る
か
。

答

下
水
道
だ
け
で
な
く
、

合
併
浄
化
槽
の
整
備
を
含

め
た
も
の
を
作
成
し
て
い

る
。

問

吉
田
町
の

水
洗
化
率
は

71
・
２
％
と
少

な
い
。

　
　

水
洗
化
率

を
上
げ
る
た

め
の
施
策
は
。

答

未
接
続
の

方
に
は
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
送
り
接

続
を
働
き
か

け
て
い
る
。

問

下
水
道
へ
の
接
続
規
定

は
、
努
力
規
定
な
の
か
。

答

下
水
道
法
に
は
、
３
年

以
内
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
規
定
が
あ
る
。

30
万
円
の
罰
則
規
定
も
あ

る
。

問

社
会
現
象
と
し
て
、
人

口
減
少
・
空
き
家
・
空
地

の
問
題
が
下
水
道
に
も
影

響
す
る
、
対
応
は
。

答

空
き
家
・
空
地
に
つ
い

て
は
デ
ー
タ
が
な
い
の

で
、
そ
れ
を
活
用
し
た
も

の
は
で
き
な
い
。

　

公
共
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
審
議
会
に
お
い
て
吉
田
町
下
水
道
整

備
区
域
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
平
成
２
年
度
当
初
の
計
画
区
域
920

ha

か
ら
、
令
和
８
年
度
末
に
、
379

ha
へ
の
計
画
区
域
縮
小
が
決
定
さ
れ
た
。

見
直
し
と
な
っ
た
背
景
や
問
題
点
な
ど
を
質
問
し
た
。

問
question

こ
れ
か
ら
の
下
水
道
整
備
計
画
は

答
answer

令
和
８
年
度
末
で
、
管
き
ょ
整
備
完
了

山 内　 均 議
員
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町政を問う
問

産
業
振
興
事
業
費
補
助

金
に
つ
い
て
、
他
自
治
体

の
補
助
制
度
の
研
究
や
対

象
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
現
行
の
補
助
制

度
の
見
直
し
や
新
た
な
補

助
制
度
が
必
要
と
考
え
る

が
検
討
し
た
の
か
。

答

静
岡
県
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
「
よ
ろ
ず
相
談
」
に

寄
せ
ら
れ
た
事
例
に
つ
い

て
聞
き
取
り
を
行
い
、
近

隣
自
治
体
の
補
助
制
度
と

の
内
容
の
比
較
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

産
業
委
員
会
な
ど
を
活

用
し
、
引
き
続
き
情
報
共

有
や
ニ
ー
ズ
の
吸
い
上
げ

に
注
力
し
、
適
宜
な
対
応

が
必
要
と
思
う
が
、
他
に

新
た
な
活
動
や
取
り
組
み

は
。

答

商
工
会
・
信
用
金
庫
お

よ
び
町
は
「
吉
田
町
に
お

け
る
中
小
事
業
者
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進

に
関
す
る
連
携
協
定
」
を

6
月
27
日
に
締
結
し
た
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
公
社
の

「
よ
し
ま
ち
べ
っ
ぴ
ん
」

事
業
で
認
定
商
品
に
関
す

る
情
報
共
有
を
行
な
い
、

「
し
ら
す
の
ま
ど
ぐ
ち
」

で
も
商
品
を
取
り
扱
い
、

販
売
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
協
力
し
て
い
る
。

問

農
業
の
分
野
に
お
い
て

後
継
者
問
題
、
耕
作
放
棄

地
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
目
標
達
成
に
向

け
て
行
っ
て
い
る
こ
と
は
。

答

後
継
者
問
題
に
つ
い
て

は
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
や
集
約
を
進
め
て
い

る
。
町
の
認
定
農
業
者
等

へ
の
農
地
集
積
率
は
令
和

3
年
度
末
時
点
で
60
・
８
％

で
目
標
を
達
成
し
た
。

　
　

耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て

は
本
年
度
、
耕
作
条
件
改

善
事
業
に
係
る
補
助
制
度

を
創
設
し
た
。

　
　

耕
作
放
棄
地
を
含
む
茶

園
を
果
樹
な
ど
の
高
収
益

作
物
に
転
換
す
る
た
め
の

基
盤
整
備
に
対
し
て
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
あ
る
。
片
岡
の
果
樹
園

芸
団
地
に
約
２
ha
の
農
地

を
整
備
し
て
い
る
。
農
業

経
営
の
体
質
強
化
を
図
る

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

問

観
光
情
報
の
発
信
力
の

強
化
の
た
め
に
行
っ
て
い

る
こ
と
は
。

答

吉
田
町
公
式
ラ
イ
ン
・

吉
田
町
観
光
協
会
ツ
イ
ッ

タ
ー
・
中
部
５
市
２
町
の

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス
・
Ｇ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
し
ず
お
か
公
式
ア

プ
リ
・
駿
河
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
公
式
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
Ｗ
Ｅ
Ｂ
媒

体
を
活
用
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。

生産が見込まれる果物

　

吉
田
町
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
第
３
章
「
活
力
あ
ふ
れ
る
産

業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
な
か
の
農
業
・
商
工
業
・
観
光
の
各
分
野

に
お
け
る
各
施
策
の
方
向
性
や
取
り
組
み
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
質
問

し
た
。 問

question

耕
作
放
棄
地
の
課
題
解
消
の
た
め
の
施
策
は

答
answer

解
消
の
た
め
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た

蒔 田 昌 代 議
員
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１０月から１２月までの 
議会・議員活動

10
月

日 項目 主な内容など

４日 議会広報特別委員会 議会だより第１０７号の２次校正など

５日 全員協議会 ９月定例会について協議

７日 令和４年度吉田町戦没者追悼式 学習ホールにて追悼式へ参列し４２３柱の冥福を祈る

１２日 産業建設常任委員会委員協議会 議会報告会の内容について協議

１４日 総務文教常任委員会委員協議会 議会報告会の内容について協議

１８日 議会広報特別委員会 議会だより第１０８号について協議

１９日 産業建設常任委員会 所管事務調査の視察

25日

町政報告会 当局から町政に関して６件の報告を受ける

議会改革推進委員会 議会報告会の報告内容について協議

議会運営委員会 第４回吉田町議会定例会の運営について概要説明

11
月

日 項目 主な内容など

1日 臨時会・全員協議会 第３回吉田町議会臨時会　開会・閉会
提出議案１件などについて内容説明　(質疑・討論・表決)

９日 令和４年度吉田町表彰式 「町の発展に尽力」した功労者２０人の授与式に参加

16日 産業建設常任委員会 所管事務調査について協議

18日 全員協議会 第４回吉田町議会定例会提出議案などについて内容説明

19日 議会改革推進委員会 議会報告会の報告内容について協議

21日 議会報告会 片岡会館

22日 議会報告会 住吉会館

24日
議会運営委員会 第４回吉田町議会定例会の運営について概要説明

議会報告会 川尻会館

25日
町政懇談会 公共下水道事業の経営健全化への取組について報告

を受ける

議会報告会 北区自彊館
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12
月

日 項目 主な内容など

１日
本会議

令和４年第４回吉田町議会定例会 （開会）
本会議
1 会議録署名議員の指名
2 会期の決定
3 諸報告 (1) 議長報告 (2) 町長行政報告
4 議会閉会中の委員会活動報告
　(1) 産業建設常任委員会委員長報告
5 町長提出議案の審議(上程、説明)
6 法令に基づく報告

議会広報特別委員会 議会だより第１０８号を協議

５日 産業建設常任委員会 所管事務調査

６日 全員協議会 議案内容確認、質問および論点整理

７日 議会改革推進委員会 議会報告会の報告内容について協議

８日
本会議 町長提出議案の審議補正予算（質疑）

議会広報特別委員会 議会だより第１０８号を協議

12日 本議会 一般質問、午前3人　午後2人

14日 議会運営委員会 議会閉会中の継続調査などについて協議

15日

年末交通安全県民運動街頭広報 最寄りの交差点で立哨

本議会 補正予算・その他条例など
町長提出議案の審議(質疑、討論、表決) 

議会広報特別委員会 議会だより第１０８号を協議

20日 議会広報特別委員会 議会だより第１０８号の原稿編集

22日 議会広報特別委員会 議会だより第１０８号の１次校正など

28日 議会広報特別委員会 議会だより第１０８号の２次校正

※このほか議長が出席する式典、監査や一部事務組合への出席があります。
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第20回 議会報告会 開催
開催日 開催場所 開催日 開催場所

１１月２１日 片岡会館 １１月２２日 住吉会館
１１月２４日 川尻会館 １１月２５日 北区自彊館

　
第
20
回
議
会
報
告
会
を

上
記
の
日
程
で
３
年
ぶ
り

に
開
催
し
、
71
人
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
報
告
内
容
は
９
月
定
例

会
で
行
わ
れ
た
一
般
会

計
決
算
の
主
な
結
果
と

そ
れ
に
関
す
る
質
疑
内

容
、そ
し
て
、二
つ
の
常
任

委
員
会
の
調
査
結
果
と

し
て「
国
民
健
康
保
険
事

業
」「
活
力
あ
ふ
れ
る
産

業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、最
後
に「
議
会

広
報
特
別
委
員
会
の
取
り

組
み
」を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
・

意
見
を
承
り
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
今
後

の
議
会
活
動
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

　
本
議
会
報
告
会
の
ま
と

め
を
各
自
治
会
会
館
と
役

場
４
階
の
議
会
事
務
局
に

お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
議
会
報

告
会
は
自
治
会
関
係
の
皆

さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
19
日

【
協
議
事
項
】

調
査
事
項
①

「
環
境
保
全
事
業
に
お
け

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

・
草
刈
り
作
業
現
場
の
視

察
を
行
う
。

・
草
刈
り
道
具
な
ど
の
保

管
場
所
の
プ
ラ
ン
ト

倉
庫
。

・
大
幡
川（
は
な
ぞ
の
橋

～
東
河
原
橋
）
に
て
防

護
ネ
ッ
ト
を
使
用
し

た
作
業
。

・
吉
田
公
園
西
側
町
有
地

に
て
エ
ン
ジ
ン
式
ラ

ジ
コ
ン
草
刈
機
に
よ

る
草
刈
り
作
業
。

・
視
察
後
は
担
当
課
と
の

質
疑
応
答
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

令
和
４
年
11
月
16
日

【
協
議
事
項
】

調
査
事
項
①

「
環
境
保
全
事
業
に
お
け

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

・
草
刈
り
作
業
現
場
の
視

察
後
の
ま
と
め
に
つ

い
て
協
議
し
た
。

・
近
隣
市
町
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
質
問
事

項
送
付
し
、
回
答
を
も

ら
う
こ
と
と
し
た
。

令
和
４
年
12
月
５
日

【
協
議
事
項
】

調
査
事
項
①

「
環
境
保
全
事
業
に
お
け

る
安
全
対
策
に
つ
い
て
」

・
５
市
１
町
、森
町
、県
へ

の
質
問
事
項
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

調
査
事
項
②

「
道
路
維
持
管
理
事
業
に

お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い

て
」

・
８
月
か
ら
開
始
さ
れ
た

吉
田
町
公
式
ラ
イ
ン

に
よ
る
道
路
異
常
通

報
シ
ス
テ
ム(

町
民
レ

ポ
ー
ト)

に
つ
い
て
調

査
す
る
。

委
員
長　
蒔
田　
昌
代

アンケート結果
◎今回の議会報告会についていかがでしたか。

大変良かった 良かった 良くなかった どちらともいえない
1 37 5 21

◎今回の報告内容はいかがでしたか
よく理解できた 理解できた 理解できなかった どちらともいえない

1 40 8 12 
議会報告会の様子

視察時の草刈り作業

ラジコン草刈機

産業建設常任委員会報告
　　　

①「環境保全事業における安全対策について」
②「道路維持管理事業における安全対策について」

調 査 事 項
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令和３年度第３６回町村議会広報全国コンクール結果

出品作 ・議会だより第１００号

結 果 ・参加賞

評 価 ・最初の見開きに「審議した議案一覧」を示し、次頁以
降「主な議案の質疑」につなげる構成。熱心でない読
者にも読んでもらうために、優先度の高い議案をピッ
クアップ、見出しや写真などを目立たせることで閲覧
率を向上させたい。

　住民登場の企画を増やしていきたい。

静岡県町村議会議長会広報クリニック評価結果

出品作 ・議会だより１０２号

総 評
特 徴
改善点

・情報が多彩で好企画が多い議会広報紙です。
・カタい紙面にならないような工夫を。
・議会に関する知識があまりない読者の目を引くような

見出し。
・住民が登場し意見・要望・提案を行う常設企画はいか

がでしょうか。
・発行日までの日数が長いので、まずは1週間短縮したい。

・よしだ議会だよりは１０２号からはSDGs「持続可能な社会」の取り組みとして紙面
の紙を適切な森林管理を示す「FSC®森林認証」の紙を使用。

・「町村議会広報全国コンクール」や「静
岡県町村議会議長会広報クリニック」
に応募し評価や改善ポイントを参照し
改善に努めている。

・本年発行分から従来の作成スケジュー
ルを短縮し第１０５号から定例会の翌
月発行を実施。

・第１０７号からは、より見やすくなる
取組として基本の文字の大きさを統一。

議会広報特別委員会の取り組み

議会広報特別委員会の作業風景
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議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QRコード）
※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして万円単位で表記しています。

まちの話題

あ
と

き
が

　

新
し
い
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

昨
年
９
月
の
台
風
15
号

で
は
、被
災
状
況
の
発
信

や
支
援
物
資
の
お
届
け
、

ま
た
流
入
土
砂
撤
去
作
業

な
ど
、民
間
の
方
々
が
い

ち
早
く
行
動
さ
れ
て
い
た

の
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
関

わ
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中

「
今
で
き
る
こ
と
」「
思
い

や
り
の
心
」を
大
切
に
生

き
て
い
る
方
々
の
勇
気
あ

る
行
動
に
心
が
暖
か
く
な

り
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
が
心
穏
や

か
な
良
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
し
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｙ
）

謹
賀
新
年 

　

ご
家
族
や
友
人
と
楽

し
い
正
月
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
開
催
の
議

会
報
告
会
で
、皆
さ
ん

か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
・
感
想
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
や
円
安
に
よ
る
物

価
高
騰
が
生
活
に
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
や
事
業
を
ど

う
守
る
の
か
、行
政
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

吉
田
町
議
会
は
、常

に
町
民
の
福
祉
の
向
上

と
町
の
発
展
を
第
一
義

と
す
る
議
事
機
関
と
し

て「
住
ん
で
よ
か
っ
た
・

住
み
た
く
な
る
町
」の

実
現
に
向
け
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
の
で
、本

年
も
一
層
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

吉
田
町
議
会
議
長

大
石　

巌

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

中
田　

博
之

副
委
員
長　

楠
元
由
美
子

委　

員　

福
世　

義
己

　
　
　
　
　

盛　

純
一
郎

　
　
　
　
　

山
口　

一
博

　
　
　
　
　

大
石　
　

巌

町文化祭茶会

いどうじどうかん・ミニミニリース作り

町文化祭将棋大会

住吉小学校音楽発表会

16よしだ議会だより 第108号


